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生成AI

こんなことを手伝ってくれる

01 生 成 A I 導 入 の 意 義

多才なスキルを持つ同僚がいるのと同じ

• 文章要約

• メール作成

• 多言語翻訳

• アイデア出し

• プログラミング

• 画像解析

ｅｔｃ．

• 何カ国語も話せる

• インターネット上のあらゆる情報を知っている

• MBAを取得していて、医学、法律の知識もある

• プログラミングができる

• 画像認識や物体検出などの高度な解析ができる

• 24時間365日休みなく働く

しかも

座席不要、福利厚生不要、傷病リスクゼロ、

コンプライアンスリスクゼロ...
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01
バックオフィスで

生 成 A I 導 入 の 意 義 （ 例 え ば コ コ で 役 立 つ ）

社内問合せ対応 情報整理 アイデア出し

問合せ対応

F A Q 作成

内容把握 資料作成

3 0 分
↓

０ 分

企画

 RAG機能を用いた

社内規定問合せの
一次対応

 資料の構成や内容

の自動生成。壁打ち
でのアイデア整理

 新企画及びRAG

機能で過去事例に
基づいた企画の発

案までMAKOTO

が実施

 長文文書の要約

 画像解析を用い
た内容把握多言

語の記述・理解

 過去のチャットなど

の問い合わせ履歴か
らFAQ集の作成

6 0 分
↓

1 5 分

6 0 分
↓

1 ０ 分

3 0 分
↓

5 分

6 0 分
↓

3 0 分

文章の校正

 使用用途や項目

に合わせた文章
の校正や調整

3 0 分
↓

5 分

90分

アイデア出し

情報整理

社内問合せ
対応

60分

120分
10分
10分

45分

約3.5時間
を創出

Before After

を 使 う と . .
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01

調査・準備 資料作成 商談後処理

ニーズ把握

ネタ集め

資料作成 議事録作成

6 0 分
↓

２ ０ 分

フォローアップ

 各業界のニーズ情

報や顧客情報を
RAGに取り込み、

一元的に収集

 タスク機能でフォー

マットを整えること
で短時間で社内外

へ内容共有

 メール文を自動生成

 RAG機能で読み込

んだ資料から
アジェンダを生成

 具体的な提案内容や

表なども自動生成

 お客様HP内容の

情報ピックアップ
や相手企業の業界

や商品の勉強

１２０分

商談後処理

資料作成

調査・準備

１２０分

70分

40分

30分

15分

約４時間
を創出

生 成 A I 導 入 の 意 義 （ 例 え ば コ コ で 役 立 つ ）

6 0 分
↓

1 0 分

Before After

6 0 分
↓

２ ０ 分

1 2 0 分
↓

3 0 分

1 0 分
↓

5 分

を 使 う と . .

営業活動で
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生成AIにはこんな弱点が…

02

生成AIだけでは一般的な回答しか得

られませんが、RAG技術を組み合わ

せることで、組織内ファイルを検索し、

業務に即した高精度の回答をチャット

で得ることができます。

高 精 度 な 回 答

M A K O T O を お 勧 め で き る 点

• オープンな環境で使用すると、入力した情報が漏洩するリスクがある

• 一般的な回答だけを行うため、業務に即した回答を得ることはできない

MAKOTOなら…

Azure OpenAI Serviceの利用によ

り、組織内情報の外部流出リスクを大幅

に低減しています。また、MAKOTOで

使用するお客様固有の情報は、お客様

所有のストレージに保管することでセ

キュリティ対策を強化しています。

セ キ ュ リ テ ィ 対 策
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①でユーザーが質問するとLLM が内容を理解し、

どのような検索を行うべきかを判断し、検索する

必要がある場合は、取り込んだ知識データを検索

して必要なデータを収集します（②）。

収集したデータは、ユーザーへの回答を生成する

ための材料として整理されます（③）。

整理されたデータは、LLMによって処理され（④

⑤） 、ユーザーの質問に対する回答として生成さ

れます（⑥）。

RAG （検索拡張生成：Retrieval-Augmented Generation） を使用すると、ユーザーからの質問

に対して、取り込んだデータの情報とLLM（大規模言語モデル ：Large Language Model） の知識

を合わせた回答が可能になるためです。

プロンプトエンジニアリング手法 外部データ接続・RAG編 - Platinum Data Blog by BrainPad

https://atmarkit.itmedia.co.jp/ait/articles/2403/13/news035.html参考：

な ぜ RAGが 有 効 な の か
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組 織 内 規 則 参 照 な し 組 織 内 規 則 参 照 あ り

な ぜ RAGが 有 効 な の か

例えば組織内規則を参照した場合とそうでない場合でチャットの回答は以下のように変わってきます。

＊MAKOTOは参照元文書の表示が可能です。

不要な場合は非表示にすることもできます。
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02

組織内ファイルをアップロードするライ

ブラリは複数設定可能で、用途に応じて

閲覧・編集権限を設定できます。ライブ

ラリ利用者からのフィードバックを取得

し、改善に役立てることもできます。

ラ イ ブ ラ リ 管 理

写真や図の画像解析ができます。

例えばスマホで書類を撮影して、記載

内容について質問することができます。

画 像 解 析

公開したいチャット履歴は、組織内で

共有することができます。役に立った

情報を組織内でシェアできます。

ア イ デ ア を 共 有

M A K O T O を お 勧 め で き る 点 （ そ の ２ ）

＊画像解析は、LLMにGPT-4oを使用する場合に可能です。

MAKOTOはSaaS形態で提供される

ため、常に進化し続けます。

継 続 的 な ア ッ プ デ ー ト
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02

よく使うプロンプトを「タスク」として

登録しておくと、チャットの際に簡単に

呼び出すことができます。例えば、

メール作成のタスクを呼び出すと、

送信相手や書きたい内容を伝えるだ

けで、メール文面に仕上げてくれます。

タスクは個人用、部署共通用、組織全

体用といった利用範囲を設定して登録

することが可能です。

事 前 に プ ロ ン プ ト を

登 録 で き る

M A K O T O を お 勧 め で き る 点 （ そ の 3 )

「メモリ」機能を活用すれば、個人ごと

の情報を記憶しておくことができます。

例えば、「自分の名前」や「自分好みの

MAKOTOの回答スタイル」などが記

憶されます。この機能と「タスク」機能

を組み合わせることで、より個別にカ

スタマイズされた利用が可能になりま

す。また、メモリには会話から取得した

情報も自動的に記憶されます。不要な

情報は削除でき、変更したい場合は修

正することも可能です。

個 人 向 け の簡 易カスタム
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02 M A K O T O を お 勧 め で き る 点 （ そ の 4 ）

お客様ご自身でAIキャラクターの名前、

絵柄、性格を自由に設定することがで

きます。さまざまな表情の絵柄を用意

することで、会話の内容に応じたAIの

表情の変化を楽しむことが可能です。

また、AIの性格設定では、プロンプト

に制約事項を列挙することができるた

め、AIが回答しない話題などを設定す

ることで、全社的に統制が取れた環境

で生成AIを利用することができます。

キ ャ ラ ク タ ー が

変 え ら れ る

管理者向けに、利用状況管理画面が提

供されています。この画面では、

日毎の利用状況をリスト形式や折れ線

グラフで表示することができます。

また、使用率は会社全体だけでなく、

役職別や部署別にグラフ表示すること

ができるため、社内利用促進を計画す

る際の状況把握が容易になります。

管 理 者 は 社 内 利 用

状 況 が 把 握 で き る
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03 画 面 紹 介

ス マ ホ で 表 示P C で 表 示

スマホでもパソコンでも、アクセス可能です。
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03 チ ャ ッ ト 画 面 - フ ァ イ ル 添 付 -

クリックしてファイルを選択、 またはドラッグ＆ドロップで参照ファイルを添付できる
＊スマホの場合はその場で写真撮影が可能です。

文 書 フ ァイル 画 像 フ ァイル

対応ファイル形式

ファイルを添付して、ファイル内容に基づいてチャットができます。

• pdf
• docx
• pptx
• xlsx
• csv
• txt

• ｊｐｇ
• png
• gif
• Webp
• クリップボード

からのペースト

JPG GIF Webp
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03 チ ャ ッ ト 画 面 - ラ イ ブ ラ リ 参 照 -

 参照するライブラリを選択

目的に合ったライブラリを選択してチャットを行うことができます。

ライブラリはあらかじめライブラリ管理画面で登録しておきます。
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03 チ ャ ッ ト 画 面 - モ ー ド 切 り 替 え -

 情報検索モード（RAG）

質問された内容に最も類似した内容の

    出力が可能

特定情報の抽出や比較に有効

 全文解析モード

添付資料全文の参照が可能

全体の要約などに有効

ライブラリ参照時、検索モードを切り替えられます。

 ここのモード名が切り替わる

最初は 「情報検索モード（RAG）」になっている
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03 チ ャ ッ ト 画 面 - タ ス ク 設 定 -

 タスク設定は、チャット画面下部の

（タスク設定）をクリックで表示

 登録されているタスクの選択が可能

 タスクの内容を編集してから使用することも

できる

 タスクを選択せず、ここで新規にプロンプト

設定も可能

よく使うプロンプトを「タスク」 として登録しておくと、チャットの際に呼び出して使用できます。

タスクはあらかじめタスク管理画面で登録しておくことができます。
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03 チ ャ ッ ト 画 面 - メ モ リ 管 理 -

 クリックしてメニューを表示し、

「メモリ管理」を選択

 メモリ管理画面

• AIが記憶しているメモリ（ユーザーの

名前や好みなど）が表示される

• メモリの編集・追加・削除も可能

＊ メモリ管理はメニューから表示するので
チャット画面以外からも表示できます。

AIが自動的に記憶しているユーザーの情報を確認・編集することができます。

メモリを編集することでAIの回答の仕方を変更することができます。
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03 ラ イ ブ ラ リ 画 面 - フ ァ イ ル -

 登録可能なファイル形式：

pdf, docx, pptx, xlsx, csv , ｔｘｔ

 参考元表示：

チャット画面での参考元表示/非表示

をファイルごとに設定可能

チャットで参照したいファイルを用途別に「ライブラリ」として登録しておくことができます。

登録されているライブラリ一覧

選択したライブラリの登録ファイル一覧
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03 ラ イ ブ ラ リ 画 面 - 詳 細 設 定 -

 公開範囲／編集者は、どちらも

「部署」・「役職」・「ユーザー」で

設定可能

［詳細設定］では、ライブラリの公開範囲と編集可能範囲を設定できます。

 未設定時は公開範囲と編集者は

ライブラリ登録者のみになる
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03 ラ イ ブ ラ リ 画 面 - フ ィ ー ド バ ッ ク -

 ユーザーが送信したコメント、

MAKOTOの回答、直前の質問

が表示される

 ユーザーは、チャット画面の

MAKOTOの回答に表示される

評価ボタンでフィードバックする

［フィードバック］では、ライブラリを利用したユーザーからの意見を確認できます。

これにより、ライブラリの改善点を見つけることができます。
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03 タ ス ク 管 理 画 面

目的に合ったプロンプトをあらかじめ「タスク」として登録しておくことができます。

プロンプトの公開範囲と編集可能範囲を、「部署」・「役職」・「ユーザー」で設定できます。

この画面で設定したタスクはチャット画面でテンプレートとして呼び出すことができます。
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03 画 面 切 り 替 え

ワンクリックで
切替

チ ャ ッ ト 画 面

管 理 画 面

ラ イ ブ ラ リ 画 面
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03 管 理 者 用 画 面

管理者用画面として３種類を用意しています。

管理者権限のあるユーザーがログインした場合のみこれらの画面を表示することができます。

• ユーザー管理 ：利用人数の確認や、利用者・管理者の権限の有無について設定できる

• AI管理 ：AIキャラクターの名前、性格、イメージなどを設定できる

• 利用状況管理 ：期間を指定して利用状況を確認できる
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仕 様 に つ い て04

大項目 機能 概要

Azure連携
ログイン Azure EntraIDと連携しSSOを実現

情報連携(バッチ) ユーザー名、所属部署、役職をEntraIDから取得し、NoSQLへ連携

チャット

会話モード
ファイルを参照しないモード
会話を通じて情報をやり取りし、前の質問や回答を覚えた状態で会話が可能

情報検索モード(RAG)
会話を通じて事前に登録されたファイルの中から必要な情報を取得し、
前の質問や回答を覚えた状態で会話が可能
ライブラリに事前登録したものや、会話中にファイルを読み込ませ利用することが可能

全文解析モード 長い文章に対して質問を行うことが可能。例えば、ファイルの全文要約ができる

画像解析モード
画像を解析して内容を理解し、質問に答えることが可能
例えば、画像の中に何が写っているかを回答できる

タスク設定モード タスク（事前に登録したプロンプト）を呼び出した状態で会話が可能

チャット履歴共有 AIとチャットした内容を他のユーザーと共有可能

機 能 一 覧
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仕 様 に つ い て04

大項目 機能 概要

ライブラリ管理

ファイル管理 ライブラリ単位で複数のファイルを管理可能

権限管理 各ライブラリを誰がどの単位で、閲覧・利用・編集できるか管理可能

フィードバック 各ライブラリが役立ったかをユーザーが評価できる

タスク管理

タスク一覧 タスクの新規作成・編集・削除などの操作が可能

権限設定 各タスクを誰がどの単位で、閲覧・利用・編集できるか管理可能

メモリ管理

メモリ自動生成 会話の内容からAIがユーザーの好みなどをメモリとして自動抽出

メモリ編集 AIが抽出したメモリの確認、編集、削除が可能。また手動で新規追加も可能

管理者用機能
ユーザー管理 利用人数の確認、利用者・管理者の権限設定が可能

AI管理 AIキャラクターの名前、性格、イメージなどの設定が可能

利用状況確認 期間を指定した利用状況をリストやグラフで確認可能

機 能 一 覧 （ つ づ き ）
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お 客 様 で ご 用 意 す る 環 境 や リ ソ ー ス

必要な環境やリソース 説明

Azure OpenAI Service
LLMライセンスはお客様自身が取得される必要があります。
Azureをお使いで無い場合の契約、Azure OpenAI Serviceの
導入・構築も承ります。

ライブラリ格納用ストレージ
例：
AWSの場合：S3
Azureの場合：Blob Storage

チャット履歴, 組織・職位マスタなど
格納用NoSQLサーバー

例：
AWSの場合：DynamoDB
Azureの場合：Cosmos DB

※本製品はSaaS形態となっており、お客様はWebブラウザからアクセスしてサービスを受けることができます。
お客様固有の情報は、お客様が所有するストレージに保管することでセキュリティ対策を行います。

仕 様 に つ い て04
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AIチャット

ファイル管理

リソース同士のつながり

AWS-Azure連携

凡例

仕 様 に つ い て

構 成 図

青枠：MAKOTO

赤枠：お客様資産

＊ S3には ライブラリを格納。
DynamoDBには チャット履歴、部署・役職マスタ
などのユーザーデータを格納

赤枠：お客様資産

04
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＊ AWS環境にて、LLMにAnthropic社Claude
を利用することも可能



FAQ05
質問 回答

ライブラリはいくつまで作成可能ですか？

制限は設けておりませんが、あまり多く設定すると管理が煩雑になるおそれ
があります。
本アプリのライブラリ機能を活用して、貴社の組織情報の整理が進められる
ことを期待しております。

ライブラリに登録可能なファイル数は？ 特に制限は設けておりません。

Azureは導入済みですが、OpenAI
Service
の構築から相談できますか？

はい、Azure OpenAI Serviceの構築から対応可能です。Azure ADが
ない場合は、組織コード・ユーザー名・パスワードでのログインとなります。
オンプレADにつきましては応相談となります。

月額費用はどのくらいかかりますか？
本アプリの料金は別紙をご覧ください。
それ以外にLLMライセンス料、ストレージの契約料なども発生します。

社内データは外部に流出しませんか？
はい。お客様がアップロードした社内データはお客様毎でご用意されたスト
レージに保存されるため外部に流出することはございません。

ログイン権限やライブラリ権限を設定するため
のユーザー情報はどのようにアプリに取り込
むのですか？

EntraIDがある場合は、連携が可能です。また、EntraIDが無い場合は所定
のフォーマットにてご記載頂き、初期構築時に登録いたします。
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項目 説明 使用数 金額

MAKOTO利用料 基本料15万円 ＋ ６００円×ユーザー数 （※１） １００名 210,000円

LLMトークン利用料
GPT-4oの場合
100万トークン当たり20$

２００万トークン ７，０００円

ストレージ利用料 AWS S3使用の場合 100GB 400円

合計 217,400円

利用料金について

M A K O T O 利 用 時 に か か る 月 額 費 用 の 例

※１）ユーザー数 （ライセンス数） は１０単位で承っております。

06
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他社製品との比較

※１） LLMの利用契約はお客様側で行っていただくため、トークン数の変更もお客様側で自由に行っていただけます。
※２） お客様のストレージに保存するため、容量は自由に設定いただけます。 次ページを参考にしてください。
※3） 200万トークン＝180万文字

07
＊ 下記は2024年１１月時点の内容になります。

比較対象 製品A 製品B 製品C MAKOTO

使用モデル GPT-Turbo GPT-4o
GPT-4o,

Gemini1.5, Claude３
GPT-4o

初期費 不明 不明 （MS 365の加入が前提） 100,000円 300,000円

月額価格目安
(100ユーザー/200万トークン
（※３）の場合)

200,000円 449,700円 230,000円 217,400円

契約条件
最低契約期間：６カ月

最低契約数：５０ユーザー
最低契約期間：1カ月

最低契約数：1ユーザー
最低契約期間：12カ月

最低契約数：不明
最低契約期間：１カ月

最低契約数：１０ユーザー

月間入力文字数 500万文字（無料枠） 制限なし 制限なし（従量課金） 制限なし（従量課金） （※１）

追加文字（従量課金）料金 約 6,０００円/１0０万文字 課金なし 約 １０,000円/１００万文字 約 ４,000円/１００万文字

社内文書の登録
管理者のみが

ファイル登録可能
既存文書の整理・

メタデータ付与が必要
管理者のみが

ファイル登録可能

ユーザーが自由にライブラリを
作成してファイルを登録

権限設定も可能

文書の登録可能容量 △ 25GBまで ○ 制限なし ○１００GBまで ◎ 制限なし （※２）

画像解析 × ○ ○ ◎ （チャットで質問可能）

キャラカスタム × × × ◎ （標準機能で搭載）

無償トライアル 〇 （３０日間） なし △ （２週間） ◎ （期間は応相談）
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活用事例 （ そ の １ ）08

ミツイワ社内や他社様でのMAKOTOの活用事例をご紹介します。

①組織内規定の確認 （ミツイワ事例）

MAKOTOのライブラリ機能を活用し、「規定集ライブラリ」を作成。

組織の規定に関する資料を登録し、メンバーがチャットで質問できるようにしました。

 総務部門の問い合わせ対応の負担が減少。

 メンバーは好きな時間に質問可能。

 回答には根拠となる資料名が表示され、信頼性が向上。
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活用事例 （ そ の ２ ）

②CEのトラブル対応支援 （ミツイワ事例）

CEが現地の機器に表示されたエラー画面を撮影し、MAKOTOに対処方法を質問。

08

 事前にライブラリに機器の取り扱い資料を登録しておくことで、

MAKOTOからの回答が得られる。

 メッセージのコピーが取得できない機器でも、スマホで撮影して

質問可能。

 市場シェアが高い製品ではMAKOTOの知識だけで対応可能。
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活用事例 （ そ の 3 ）

③メール作成 （ミツイワ事例）

08
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MAKOTOのタスク機能でメールのテンプレートを作成。

メモリ機能で部署や名前を記憶させ、手直しがほとんど不要なメール文

が作成可能。

 メール作成の作業時間が大幅に節約。

 セキュアな環境で個人情報を含むメール文を作成可能。

 テンプレートの共有で効率化。

いつもお世話になっております。
[名前] です

本日は、打ち合わせ日時について
ご連絡いたします。

○○会社の田中様との打ち合わ
せの日程を調整させていただきた
く存じます。ご都合の良い日時を
いくつかご教示いただけますでしょ
うか。

つきましては、打ち合わせ日時の
ご確認をお願い申し上げます。
何卒よろしくお願い申し上げます。

--------
［名前］
［部署］
［会社］

効率



08

④人材募集テキスト作成 （S社様事例）

活用事例 （ そ の 4 ）

派遣先の要望を基に、文字制限のある人材募集テキストをMAKOTOで作成。

 作業時間が30分から数秒に短縮。

 MAKOTOのタスク機能で標準項目の条件

を指定し、出力フォーマットを画一化。

作業時間が大幅短縮
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08

⑤人材マッチング（S社様事例）

活用事例 （ そ の 5 ）

派遣登録者の履歴書や職務経歴書をMAKOTOのライブラリに登録し、

条件に合った候補者を提示。

 手作業でのマッチング作業が大幅に削減。

 セキュアな環境で個人情報を含む資料の取り扱いが可能。

効率

マッチ
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08 活用事例 （ そ の 6 ）

⑥翻訳支援・翻訳品質向上（S社様事例）

■ 英語非ネイティブが翻訳した英文をMAKOTOでチェック・修正。

 翻訳者の知識不足を補完。

 英語ネイティブが確認しても問題ないレベルの英文に仕上げ、

経費節約 (ネイティブ翻訳者の単語単価は高い） 。

 資料やホームページを参照し、最適な和名表現を設定。

 翻訳文全体の表現統一が容易に。

■ 複数の翻訳者で翻訳を行う際、製品名の和名統一にMAKOTOを利用

コストダウン
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⑦手書きテキストの清書（S社様事例）

手書きメモの写真を撮り、MAKOTOに文字起こしを依頼。

活用事例 （ そ の 7 ）08

 手作業での清書作業が削減。

 必要に応じて内容解析も可能。

1.議題
1. プロジェクトの進捗状況

1. 新しいデザインのレビュー完了
2. コーディング進捗：80%

2. 新しいアイデアの提案
1. マーケティングキャンペーンのアイデア

3. 問題点の共有
1. サーバーのパフォーマンス低下

2.目標
1. 今週の達成目標

1. デザインの最終確認
2. コーディング完了

2. 長期的な目標
1. 次のリリースまでにバグをゼロにする

3.タスク分担
1. 誰が何を担当するか

1. 佐藤：デザインの最終確認
2. 鈴木：コーディング完了
3. 田中：マーケティングキャンペーンの計画

2. 締め切り
1. 佐藤：今週金曜日
2. 鈴木：来週月曜日
3. 田中：来週水曜日

4.次回のミーティング日時
1. 2024年10月15日（水）10:00

効率
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08 活用事例 （ そ の 8 ）

⑧手順の手ほどき（S社様事例）

動画作成にあたり、字幕のつけ方をMAKOTOに質問。

 わかりやすく教えてもらい、理解が深まる。

 知識を得たうえで外注先との打ち合わせがスムーズに。

字幕・・・
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08 活用事例 （ そ の 9 ）

⑨契約書に問題点がないかを確認（ミツイワ事例）

顧客と交わす契約書をライブラリに登録し、不足事項や改善事項がないかMAKOTOに質問。

 文字の多い契約書でも素早く分析・回答。

 指摘箇所と指摘理由が示される。

＜MAKOTO回答例＞

第２条には仕様書に関する記載がありますが、要件定義に関する具体的な記載は見当たりません。

要件定義はプロジェクトの初期段階で重要なフェーズであるため、仕様書等に含めるべきです。

要件定義が明示されていない場合、後々のトラブルの原因となる可能性があります。

- 39 -



08 活用事例 （ そ の 1 0 ）

⑩建設業法の「工事」の定義の確認（ミツイワ事例）

MAKOTOに作業の内容を具体的に説明して、建設業法に基づく「工事」に該当するかを判断させた。

 判断理由も答えてくれて、理解が深まる。

＜質問例＞

ビル事務所内のケーブル敷設工事（壁に穴を開ける等、ビル素材に対する加工作業有り）は「工事」か？

＜MAKOTOの回答＞

判断結果：該当する

判断理由：壁に穴を開けるなど、ビルの素材に対する加工作業が含まれる場合、これは建設業法に

おける「電気工事」に該当します。建物の一部を改修する作業が含まれるためです。
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08 活用事例 （ そ の 1 1 ）

⑪発注先への支払い根拠資料の確認（ミツイワ事例）

MAKOTOに作業工程とその内容を説明して、支払い根拠とするために必要な情報を挙げてもらった。

 必要資料とその内容が分かりやすく提示された。

 発注先に資料提出の依頼ができた。

＜MAKOTO回答例＞

下見工程

• 業報告書（下見の詳細な内容と結果）

• 作業日報（作業日、作業時間、担当者の名前）

• 写真やビデオ記録（現場の状況を確認できるもの）

• 下見にかかった経費の明細（交通費、宿泊費など）
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08 活用事例 （ そ の 1 2 ）

⑫基本契約書の全文から個別契約書を作成依頼（ミツイワ事例）

取引基本契約書の抜粋から、個別商談毎に使用する個別契約書を作成してもらった。

 取引基本契約書の全文をテキストファイルにしてチャットに添付

 元の文字数が約10000文字と多いため、内容趣旨を変えずに3000文字以下に

削減してほしいという依頼にも即座に対応。

- 42 -



08

⑬取引相手方契約書に記載の条文の意図を確認（ミツイワ事例）

取引相手方契約書記載のある条文が、法令上の製造物責任法（ＰＬ法）の趣旨を勘案すると

無効となると思われたが、なぜ敢えてこのような条文があるかを予想してもらった。

 チャットの質問欄に条文を貼り付けて質問

 第三者的な視点で予想してもらえた。

<MAKOTO回答＞：各項目について理由も説明

1. リスクの制限

2. 予見可能性の排除

3. 科学技術の限界

4. 責任期間の限定

活用事例 （ そ の 1 ３ ）
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08 活用事例 （ そ の １ ４ ）

⑭議事録作成を効率化（ミツイワ事例）

MAKOTOのタスク機能で議事録作成のテンプレートを作成。

会議中に記録した議事メモを、定型の議事録の形に自動整形。

 議事録作成の作業時間が大幅に節約。

 誤字脱字等が含まれていても修正される。

おおよそのスケジュール
7/1～：宣伝開始
８／１：新サービス「スマートホームシステム」リリース
リリースから１カ月後に
9月１ ：友達紹介キャンペーンを開始（期間は3カ月
間くらいか？）

次回うちアｗセは5月25日
価格設定については、次回会議にて

メモの例 MAKOTOの整形結果
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無償トライアルのご案内

MAKOTOの優れた機能を無料でお試しいただけます。

セキュアな生成AIの導入をお考えのお客様は、ぜひこの機会にご体験ください！

MAKOTO無償トライアルご利用の流れ

トライアル同意書・
利用規約のご確認

トライアル利用にあたって、

同意書と利用規約を

ご確認いただきます

トライアル実施

発行アカウントにて

ログインすることで、

ご利用いただけます

サポートもいたします

お客様の課題に合った最適提案を継続 本番検討

アカウントの発行

ミツイワで用意した

トライアル用の

アカウントを

発行いたします

ユーザー情報の
ご提供

登録されるユーザー様

のメールアドレスなどを

ご提供いただきます

ご評価

参考のためにご意見を

お聞かせください

ご希望の場合は

本番導入のお手続きを

させていただきます
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THANK YOU!
あ り が と う ご ざ い ま し た

 © 2024 mitsuiwa corporation
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